筆記課題
筆記課題
　「油空圧装置保全」
	注意事項

１．制限時間


６０分

　　　２．注意事項


（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。


（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。


（３）試験中、質問等があるときは挙手してください。



	○×式

	1
	空気圧調整ユニット（FRLユニット）は、空気流入側からエアフィルタ、レギュレータ、ルブリケータの順に並んでいる。

	2
	可変容量形ベーンポンプは、カムリングの偏心量により吐出量を変えることができる。　

	3
	定容量形ポンプは回転数に関係なく吐出し量が一定である。

	4
	ベーンポンプ、ギヤポンプ、ピストンポンプのうち、脈動率が最も低いのはギヤポンプである

	5
	絞り弁は、圧力の変動があれば流量も変動する。

	6
	シーケンス回路とは、あらかじめ定められた順序に従って、制御動作の各段階を逐次進めていく制御回路である。

	7
	アキュムレータに充填するガスは、一般に窒素ガスが使用される。

	8
	単動シリンダの片側にはスプリングが入っている

	9
	メータアウト回路は、負荷変動が大きい箇所やシリンダが縦型で規定以上の速度で自重降下するおそれのある箇所に適している。

	10
	下図において、圧力P1=7MPa、P2=0MPa、ピストン径D1=50mm、ロッド径D2=22mmとしたとき、シリンダの推力値は7000Nである。
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ただし、配管やパッキン等のエネルギー損失は無いものとする。

	11
	りん酸エステル系作動油には、シール材としてフッ素系ゴムが使用される。

	12
	作動油の汚染測定法の一つにNAS等級がある。

	13
	油圧ポンプからの吐出し量が少なくなったときの原因の一つとして、油粘度が高いことが考えられる。

	14
	アクチュエータの速度が低下した場合には、流量制御弁の問題であり、圧力制御弁には問題はない。

	15
	空気圧調整ユニット（FRLユニット）の圧力降下が大きいので、フィルタエレメントの目詰まりが考えられ、洗浄した。


	記述式

	2個の複動シリンダA・Bを用いた空気圧回路について、Ａ＋Ａ－Ｂ＋Ｂ－回路の電気回路図を作成しなさい。

要求要件

・押しボタンスイッチを押すとシリンダＡが前進し、伸びきった後すぐに後退する。
・Ａの往復後すぐにＢが前進し、伸びきった後すぐに後退する。

タイムチャート





空気圧回路図
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解答用紙
筆記課題「油空圧装置保全」

	入所年月
	番号
	氏名
	合計点
	評価判定

	平成　 　年　 　月入所
	
	
	
	


	○×式

	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7

	
	
	
	
	
	
	

	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14

	
	
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	記述式

	


シリンダA





推力





P1=7MPa





P2=0MPa





シリンダB





シリンダA





シリンダB
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